
平成30年（2018）は、明治元年（1868）から起算して満150年の年に当たります。

明治以降、近代国民国家への第一歩を踏み出した日本は、明治期において多岐にわたる近代

化への取組を行い、国の基本的な形を築き上げていきました。

内閣制度の導入、大日本帝国憲法の制定、立憲政治・議会政治の導入、鉄道の開業や郵便制

度の施行など技術革新と産業化の推進、義務教育の導入や女子師範学校の設立といった教育の

充実を始めとして、多くの取組が進められました。

また、若者や女性等が海外に留学して知識を吸収し、外国人から学んだ知識を活かしつつ、

単なる西洋の真似ではない、日本の良さや伝統を活かした技術や文化も生み出されました。

「明治150 年」を迎える平成30 年を節目として、改めて明治期を振り返り、将来につなげ

ていくために、国土地理院においてもこれにちなんだ企画展を開催する運びとなりました。

測量の分野においては、明治2年（1869）に民部官庶務司戸籍地図掛が設置され、来年

（2019）が近代測量事業を開始して150年に当たることから、これを記念したイベントが

各地で予定されております。

明治150年にあたって

近代測量の幕開け
明治時代の初め、わが国の測量･地図作製は、他の分

野と同様に、ヨーロッパやアメリカからの技術導入に

よって急速な進歩が見られました。当初、各省に分立し

ていた測量･地図作製機関は、順次、統廃合が行われ、

明治21年(1888)の陸地測量部創設により、国の事業

として統轄されました。

明治維新を契機に富国強兵、殖産興業のもと、測量・

地図の分野においても明治期には著しい進展がありまし

た。工部省の測量師長である英国人マックウエン、水準

測量の師範オランダ人リンドをはじめとした外国人から

先進の測量技術の習得、ドイツをはじめとした欧州から

経緯儀等の測量機器の導入、フランスやドイツから地図

の図式の導入などを通して、近代化へ向けて邁進(まい

しん)していくこととなります。

明治42年発行の１万分１地形図「四谷・中野」の一部
新宿周辺が描かれており、当時の土地利用等を知る貴重な資料です。

三角測量・水準測量の開始、基線測量の

実施などを通して、以下に紹介する迅速測

図原図（じんそくそくずげんず）の作製を

契機に、5千分１～20万分１の多様な縮尺

の地図の作製が開始されるなど、飛躍的な

進展が遂げられることになりました。

これら明治時代に培われた技術は、以降

昭和時代の後期に衛星測位やコンピュータ

の導入が開始されるまで、改良を重ねなが

ら継承されていきました。

一等経緯儀（ドイツ・カールバンベルヒ社製）
明治期から昭和期まで一等三角測量で多く使用され
ました。

（一部『「明治150年」に向けた関連施策の推進について（内閣官房）』より引用）




















